災害によってもたらされる子どもの心理的影響の文献的検討 : 災害サイクル各期にみられる特徴 by 佐藤 寿哲





















































































ムの報告 (1994)から明らかになっている。 (R.S.ラザルス， 1990;Gブロム，1994)
2. 心的外傷後ストレス障害 (PTSD) と記念日反応
本研究で頻出するPTSDと記念日反応について定義を明確にしておく 。DSM-N-TR(American





























































~q'. 災害の種類 災害名 災害サイクル 1 著者 I発刊年 子どもの発達年齢'.,,: 
1 地疫（自然） 阪神淡路大霙災 特定せず 内見ら 2010 幼児期前期～高校生
2 地霰（自然） 新潟中越地庭 急性期 五十嵐ら 2009 0-18歳
3 地袋（自然） 新潟中越地震 急性期 ・慢性期 宇佐美ら 2008 0-18歳
4 学校災宮 （人為） 学校災害全般 性期・慢性期 大岡ら 2008 小学低学年～高校生
5 地震 （自然） 新渇中越地霰 慢性期 遠藤ら 2007 0-18歳
6 テロ （人為） アメリカ同時多発テロ 慢性期 斉藤ら 2005 小学高学年～高校生
7 集団感染（人為） 保育園赤痢集阿発生 慢性期・静穏期 三橋 2003 幼児前期～幼児後期
8 食中毒（人為） 0-157集団食中蒋 慢性期 長尾ら 2001 小学低学年～小学混学年， 食中毒（人為） 〇-157集団食中毒 慢性期 長尾ら 2001 小学低学年～小学高学年
10 地簑（自然） 阪神淡路大裟災 慢性期 森ら 2000 小学低学年～小学高学年
11 風水害（自然） 忘知水害 慢性期 元木ら 2000 乳児～小学高学年
12 地震（自然） 阪神淡路大震災 慢性期 塩山ら 2000 小学低学年～中学生
13 地霰 （自然） 阪神淡路大震災 慢性期 植本ら 2000 小学低学年～中学生
14 ガス煤発（人為） 保育圏ガス爆発 急性期 ・慢性期 小島ら 2000 幼児前期～幼児後期
15 地裳（自然） 阪神淡路大震災 慢性期 ・静穏期 裔田ら 2000 乳児～幼児期後期
16 地簑（自然） 阪神淡路大凌災 慢性期 後和ら 1999 小学低学年～中学生
17 地震（自然） 阪神淡路大喪災 慢性期 井上ら 1998 幼児前期～小学高学年
18 地袋（自然） 阪神淡路大裳災 急性期 ・慢性期 鎌田ら 1998 乳児～幼児後期
19 哨火（自然） 雲仙普賢岳哄火 急性期 ・慢性期 横尾ら 1998 小学低学年
20 地緩（自然） 阪神淡路大震災 慢性期 藤森 1998 小学低学年～小学裔学年
21 地鹿 （自然） 阪神淡路大裳災 急性期・慢性期 井出ら 1997 幼児前期～中学生
22 地震（自然） 阪神淡路大震災 急性期・慢性期 井口ら 1997 幼児前期～幼児後期
23 地喪（自然） 阪神淡路大澁災 慢性期 村上ら 1997 幼児前期～中学生
24 地震 （自然） 阪神淡路大震災 急性期・ 慢性期 藤井ら 1997 幼児前期～中学生
25 地族（自然） 阪神淡路大震災 慢性期 百々ら 1997 小学高学年
26 地浜 （自然） 阪神淡路大摂災 慢性期 大島ら 1997 幼児期前期
27 地衰（自然） 阪神淡路大震災 慢性期 井出ら 1997 乳児～幼児後期
28 地震 （自然） 阪神淡路火簑災 急性期 ・慢性期 横田ら 1996 幼児期前期～高校生
29 地袋 （自然） 阪神淡路大震災 急性期 松本ら 1996 小学低学年～小学高学年
30 地箆 （自然） 阪神淡路大襄災 慢性期 田中ら 1996 幼児期前期




















































































































































・10歳走満は避難所以外でスト I I 発災直後が最萬値




・PTSDが顕著で多彩 ・親などに気づかれにく い Iを ・2次的影響による一
慢性期 1・抑うつの出現 ・2次的影響、再燃 求 時的増加あり（山な
．遷延化 ・深刻化 ・ポジテイプな反応（向社会性） めな りの変化）
Vヽ ・年齢が低いほど高値
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災害によってもたらされる子どもの心理的影響の文献的検討 （佐藤）
注
1 ある病態を表す所見のうち、一つでも現れれば陽性とする確率。
2 外的な報酬を期待せず、他人や他の集団を助けようとしたり、他人のためになることをしようとしたり
する自発的傾向。
3 有害な突発的なストレッサーを受けて適応できずショック状態になる時期こと。
4 ショ ックから立ち直り本格的にストレス適応反応を起こす時期のこと。
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